	科目名
	生産工学
	英語科目名
	Production Engineering

	開講年度・学期
	平成１８年度・通年
	対象学科・専攻・学年
	機械工学科・５学年

	授業形態
	講義
	必修or選択
	選択

	単位数
	２単位
	単位種類
	履修単位（３０時間単位）

	担当教員
	山城　光雄
	居室（もしくは所属）
	機械工学科棟2階

	電話
	0284-62-0605
	E-mail
	yamasiro@ashitech.ac.jp

	授業の達成目標

	1.生産の物の流れの問題に対して、システム工学的アプローチができること。

2.生産の最適意思決定問題に対して、経営科学的アプローチができること。

3.生産の自動化・コンピュータ化・管理情報処理化の問題に対して、IT的アプローチができること。

4.生産のコストの問題に対して、経済性工学的アプローチができること。
5.生産の社会性の問題に対して、社会科学的アプローチができること。



	各達成目標に対する達成度の具体的な評価方法

	定期試験年２回（前期、後期各１回）

小テスト（毎回の授業に１回の予定で行う）

	評価方法

	定期試験（80％）と小テストおよびレポート


	授業内容
	授業内容に対する予習項目

	1. 生産、生産工学、システム、生産システム、生産システム工学とは何か

（2週）

2. 製品設計・工程計画（4週）

3. レイアウト設計（4週）

4. 生産管理・生産計画（4週））

5. 生産スケジューリング・在庫管理（4週）

6. 生産統制・品質管理（4週）

7. 利益計画・損益分岐計画・設備投資計画（4週）

CIM(コンピュータ統括生産) （4週）

	事前に講義内容について教科書を読んでおくこと．また、配布資料中の授業内容部分を読むこと。


	キーワード
	生産、製品設計、工程計画

	教科書
	人見勝人：「入門編生産システム工学」，共立出版(2000)

	参考書
	岩田一明：「生産工学入門」，森北出版(1997)

	技術者教育プログラムの学習・教育目標

	(A-1)科学や工学の基本原理や法則を身につける。
(A-2)基礎知識を専門工学分野に応用して解ける。


	JABEE基準１の（１）との関係
	d(2-a)

	カリキュラム中の位置づけ

	前年度までの関連科目
	機械工作法、機械設計製図

	現学年の関連科目
	

	次年度以降の関連科目
	

	連絡事項

	質問がある場合には授業終了後、教官にコンタクトをとり、回答を得て解決しておくこと。



	シラバス作成年月日：平成１８年２月１７日


